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Ⅴ アウトカム項目

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

通い定員

15 ～ 22

23 ～ 35

56 ～ 68

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　入居者、職員が共に手を取り合って生きていくことがもっとも大切なことと考えて
います。高齢者グループホームはあくまでも生活の場であることを職員は認識し、各
高齢者が持っているおのおのの時間をその人らしく送っていただけるよう生活を組み
立てていくことに専念しています。病気を抱えた入居者のひとりひとりのかけがえの
ない時間を大切にし、その人が望む、その人らしい生活をホーム内でできる限り実現
していくことに事業所として特に力を入れて取り組んでおります。

サービス種別

定　 員　 等

登録定員

定員　計
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【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成18年4月1日指 定 年 月 日

 医療法人ゆりの会

1470200740
平成15年4月1日

平成22年3月12日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

事 業 所 番 号

所　　在　　地

グループホームゆり苑

神奈川県横浜市神奈川区六角橋１－４－３

） ＜事業所の優れている点＞
・「医療法人 ゆりの会」の傘下にあり、隣接している同一グループの齊田医院が、
利用者の診療と健康維持にあたっている。　また,緊急時も24時間即時対応してくれ
るので、利用者、及び家族には大きな安心感を与えている。
・東急東横線の白楽駅から徒歩２分の商店街にあり、商店街の一員として日常的に
地域に根ざした交流ができている。
・利用者同士でも職員の支援を得て、できる人ができない人を手助けするなど家族
的な関係が自然にできており、利用者は穏やかな日常生活を営んでいる。

＜事業所の工夫点＞
・食材および施設運営に必要な生活用品を地元で調達することにより、商店街の一
員としての付き合いができ親密な協力関係を築いている。
・食事を重視し、好みや身体の状態に合わせた味付けや調理方法を、個別に適用し
ている。食事作りは、職員が交代で担当しているが全職員が利用者の情報を共有し
て対応している。

ﾕﾆｯﾄ数

　□　小規模多機能型居宅介護

自己評価項目

 1 ～ 14

評 価 結 果
市町村受理日

平成22年3月17日平成22年1月13日

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営
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ゆり苑（山野草）

56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

　グループホーム　ゆり苑

　山　野　草

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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ゆり苑

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつくり、管理
者と職員は、その理念を共有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解や支援
の方法を、地域の人々に向けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取り組み
状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝えながら、協力関係を築くように取
り組んでいる

参加者の都合が折り合わず、
いまだに運営推進会議が開催
できておりません。

・構成メンバーが決まり体制
はできたが、メンバーの日程
が合わず開催には至っていな
い。

・参加可能なメンバーで、先
ずはスタートすることから始
めては如何でしょう。早い機
会に、第1回の運営推進会議が
開催されることを期待しま
す。

生活保護受給者が多く入居し
ており、区役所保護課との繋
がりを通して弊ホームの実情
やケアサービスについて連絡
を取り合っています。

・区役所保護課の職員の協力
を得て、生活保護受給者の通
院をおこなうなど、日常的に
緊密な関係を築いている。

周りが商店街のために買い
物、散歩等での外出がありま
す。商店の方々から弊ホーム
の入居者への挨拶やちょっと
した会話が日常的に行われ気
軽な交流を楽しまれていま
す。

・食材を始め施設運営に必要
な生活用品を地元で調達する
ことにより、商店街の一員と
しての付き合いができ、親密
な協力関係を築いている。

口コミでの介護相談業務が定
常化しています。管理者が中
心になって相談に訪れた人へ
の介護支援を行っておりま
す。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

入居されている高齢者はこの
地域の生活者でもあることを
管理者、職員が共通認識とし
て持ち、入居者へは地域のい
ろいろな出来事をお話し、地
域への興味を持っていただい
ている。

・「利用者の自由、自立支援
と自己決定」の理念を、管理
者と職員が、日々のミーティ
ングを通して互いに確認し共
有して実践に活かしている。

　Ⅰ　理念に基づく運営
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ゆり苑

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基準及び指
定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁止の対象となる
具体的な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘
束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機会を持ち、利
用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることがないよう注意
を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度について
学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等の不安や疑問
点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外部者へ表せる
機会を設け、それらを運営に反映させている

拘束については管理者の指導
の下に職員は絶対に行っては
いけない行為として認識して
おります。拘束は職員の勝手
な都合であると。拘束に変わ
る代替ケアを必ず探していま
す。

・重度の認知症で夜間目が離
せない状態になった場合で
も、夜勤者を増員するなどの
対応にて身体拘束をしないケ
アを徹底している。
・玄関、居室とも施錠はして
いない。

入居者ご家族との契約等につ
いては十分な説明を行い、お
互いに行き違いのないように
している。理解、納得が得ら
れないときには、理解、納得
が得られるように話し合いを
持つ。

管理者が中心になって利用
者、ご家族の意見、要望を積
極的に吸い上げ、職員との話
し合いを通して運営に反映し
ている。

・頻繁に来訪する家族とはそ
の都度状況を説明し意見や要
望を聞いている。
・来所が限られる家族には毎
週電話で状況を説明し、意見
や要望を聞いている。

毎日のミーティングの中で必
ず話される項目です。職員が
気付かずに行っているケアの
中にも虐待に繋がるようなも
のが見られるときには職員全
員に管理者が徹底し注意を喚
起している。

左記事業、制度についての大
枠は理解していますが、実際
に活用、支援している状況は
認められない。

ナルク神奈川福祉サービス第三者評価事業部



ゆり苑

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く機会を設
け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把握し、給
与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を持って働けるよ
う職場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を把握し、
法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながらトレーニングし
ていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつくり、ネット
ワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの質
を向上させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っていること、不安な
こと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するための関係
づくりに努めている

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

初期ケアプランについては、
サービス利用前より本人との
話し合いの中で、本人からの
言葉に基づいて立案してお
り、それで安心をしていただ
くようにしています。

管理者が中心となって近隣の
グループホームとの交流が僅
かながら行われている。サー
ビスの質の向上にまでの交流
は行われてはいない。

人員の配置上、法人内外の研
修の実施はできていないのが
現状です。しかし管理者が中
心となっての現場の実情に合
わせての指導、職員個々人の
力量にあわせての指導が行わ
れている。

月に一度の理事会時に、運営
状況報告の中で就業環境につ
いての説明を代表者は受け、
それに基づいて職場環境の整
備に努めている。

職員と管理者の個別の意見交
換により、各職員より提案さ
れたものを職員全員に図るよ
うなスタイルで意見の反映を
見ています。

・何でも気軽に言える人間関
係の構築に努めている。
・毎朝のミーティングで意見
交換、申し送りを十分できる
ように努めている。
・管理者との個別面談で意見
を聞いている。

ナルク神奈川福祉サービス第三者評価事業部



ゆり苑

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が「その時」まず
必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた対応に努
めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮らしを共にする
者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人と家族の絆を
大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係が途切れ
ないよう、支援に努めている

入居者すべての人には当ては
まりませんが、できり限りの
支援は家族と連携しながら実
施しています。

・入居者には近隣の商店街に
馴染みの利用者が多いため、
昔の馴染みを大切に支援して
いる。
・買い物での外出など、本人
の意向に沿った支援を心がけ
ている。

本人、家族が、その時必要と
しているサービスが弊ホーム
内で提供できないときには、
話し合いを行って解決するよ
うにしています。

入居者と職員は同じ生活者と
してお互いに向き合うように
努めています。この人間関係
つくりがグループホームの真
髄と考えます。

家族に対しても、上記項目の
実施状況と同じです。

当該項目については、左記文
面とおりに行っており、特に
問題はありません。

ナルク神奈川福祉サービス第三者評価事業部



ゆり苑

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用者同士が
関わり合い、支え合えるような支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を大切にし
ながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォローし、相談や支援
に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めている。困
難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現状の把握
に努めている

毎朝、入居者個別の関わりを
行い、心身の状態を把握し、
その日の状態に合わせ、無理
のない一日が過ごせるように
個別支援を実施している。

入居前の生活がどのようなも
のであったのか、近親者から
情報をいただき、入居生活に
生かすように努めている。

左記項目については実施でき
ている。退居後も家族との連
携をとり、いろいろな相談の
ために電話、訪問を受けてい
ます。

入居者の発する言葉に耳を傾
け、日常での振舞いに目を向
けて、入居者が何を思って生
活しているかを毎日確認しな
がら生活をしていただいてい
る。

アセスメントで把握した利用
者の生活歴や趣味を基に、ま
た、日常の職員との会話の中
から利用者の意向や思いを把
握するように努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

時には、利用者同士の関係つ
くりに職員が関与して、お互
いに無理のない支え合う関係
つくりへの支援に努めてい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方について、本人、
家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見やアイディアを反
映し、現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録に記入
し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見直しに活かし
ている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応して、既存の
サービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの多機能化に取り組
んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人が心身の
力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよう支
援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られたかかり
つけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している

本人、家族の希望に沿った医
療が提供できるように支援を
している。長くかかっていた
主治医と弊法人医師との連携
もできている。

・隣接の医院が主治医として
診ているが、入居前のかかり
つけ医、他の専門医とも連携
をとり利用者の希望に沿った
対応をしている。

いろいろなニーズに対して本
人、家族、職員との話し合い
を実施して、できる限り実施
している。

下町のような人情ある商店街
の中心に立地するという好条
件を生かして、地域の中で生
きている生活感を肌で感じら
れるように地域資源を最大限
利用している。

家族、職員、主治医、訪問看
護師等、いろいろな人から意
見、助言をいただき、本人と
の話し合いの下に介護計画を
作成しています。

・利用者との会話で希望を聴
き、家族の意向を反映し、医
師、職員との話し合いを基本
に作成している。
・職員の意見を入れて管理者
が作成している。

日々の様子を記録に残し、関
わりの中で気がついたことを
いろいろな角度から検討して
介護計画に反映して実践して
いる。実践結果のモニタリン
グも行っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、職場内
の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な
受診や看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、できるだ
け早期に退院できるように、病院関係者との情報交換や相談に努め
ている。又は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から本人・家
族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分に説明しながら
方針を共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手当や初期
対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避難できる
方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力体制を築いてい
る

災害対策については、職員全
員が一通りの行動が取れるよ
うにしている。隣接する医院
と地域との協力体制を整えて
いる。

・消防署立ち会いによる訓練
を今年度１回行った。
・隣接の医院および自治会と
は災害時の協力が得られる体
制ができている。

主治医、入院先主治医、弊法
人医師、看護師、介護職員が
一体となって情報交換を行
い、利用者の早期退院、再入
居に常時備えている。

入居時より本人、家族との話
し合いを持ち、本人、家族の
希望に沿って重度化したと
き、終末期の対応に努めてい
る。

・入居時の本人、家族の要望
を尊重し、医師との協力で可
能な限りケアする旨話し合っ
ている。
・３件の看取りの事例があ
る。

定期的な訓練を積んではいな
いが、概ね初期対応について
は職員は身につけている。緊
急時には必ず医師、看護師と
の連絡、往診がとれる体制が
ある。

隣接する医院の看護師や週一
訪問する弊法人の看護師と連
携は密に取れており、必要な
情報交換、相談業務は円滑に
行われている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねない言葉か
けや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定できるよう
に働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとりのペース
を大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希望にそって支援
している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を活かしな
がら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けをしている

入居者の好みに応じたメ
ニューを考え提供し、簡単な
お手伝いをしていただきなが
ら、生活の中の大切な一場面
としての食事風景を作るよう
に努めている

・利用者の意向を大切に、買
い物・食事づくりの一部に参
加して貰っている。
・好みや身体状態に合わせ味
付け・調理方法を個別に変
え、誕生会や行事では、楽し
める献立作りをしている。

毎朝、入居者個別の関わりを
行い、本人の意思はどこにあ
るのかを確認して、本人がし
たいことへの最大限の支援を
行っている。

清潔を第一にし、本人が望む
ことをお聞きし、生活に張り
が出るような身だしなみやお
しゃれを勧めている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

入居者が誰にも気兼ねなく自
分の思いや希望を口に出した
り、実行できるような入居者
と職員の人間関係つくりに努
めている。

入居者、職員がホーム内で共
に力を合わせて生きることを
目標としてホーム運営に努め
ており、入居者、職員はお互
いに尊敬しあうことを日々実
践している。

・利用者との信頼関係を築
き、本人の身になって自尊心
やプライバシーを大切に対応
している。
・職員とは、雇用契約時に個
人情報の保護について、覚書
を交わしている。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保できるよう、
一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとりの口腔状
態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動への働きか
け等、個々に応じた予防に取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめるように、
職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じた入浴
の支援をしている

消化のよい便通に繋がるよう
な食材を使ったメニューで食
事を提供し、水分摂取を適度
に促し、定期的にトイレに座
る習慣を取っていただきなが
ら便秘対策に努めている。

入居者一人ひとりが入浴を楽
しめるような支援を行ってい
はいるが、曜日、時間帯を限
定したものの中で行っている
のが現実です。

・週２回の入浴と必要に応じ
シャワー浴をしている。
・入浴時間の長さは、利用者
の希望に応じているほか、季
節にはゆず湯、菖蒲湯など楽
しめるようしている。

問題なく毎食後口腔ケアを実
施できている。

ホームの方針としてオムツは
できる限り使用しないことと
している。排泄への配慮、支
援は十分実施できている。

・自立支援の理念のもと、プ
ライバシーに配慮しつつ排泄
チェック表を活用し、声か
け・誘導している。
・失禁時も素早い対処で気持
ちよく過ごせるように配慮し
ている。

入居者一人ひとりに応じた支
援を毎日管理表に記載しなが
ら支援を行っている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息したり、安
心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量について
理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとりの生活歴
や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援をし
ている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられるよう支援
に努めている。また、普段は行けないような場所でも、本人の希望
を把握し、家族や地域の人々と協力しながら出かけられるように支
援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、一人ひと
りの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるように支援してい
る

職員は入居者一人ひとりが今
までの生活歴を活かした生活
が入居生活の中でも実現でき
るような支援に眼を向けた対
応に努めている。

お金の管理ができる人のみ支
援しているのが現状です。

入居者からの希望があったと
きにはできる限り実現する方
向で対応している。しかし外
出希望をする入居者に偏りが
あり、すべての人が外出して
いるわけではない。

・一人ひとりの希望に応じて
散歩や周りの商店街への買い
物、喫茶店などに付き添い出
かけている。
・外出頻度は利用者により異
なる。　遠出は家族の協力を
得て実施している。

消灯時間は決まってはいる
が、消灯後入居者一人ひとり
は他入居者に迷惑ならないよ
うな配慮の下に自由な時間を
送られている。

職員は入居者が使用している
薬について一通りの理解はし
ており、症状の変化等が認め
られたときには主治医と相談
するようにしている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取りができ
るように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイレ等）
が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士で思い思
いに過ごせるような居場所の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しながら、使い慣
れたものや好みのものを活かして、本人が居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫している

入居者が困らない程度の工夫
を入居者の日常から汲み取っ
て安全な生活を第一にそして
自分でできることは自分です
るを目標とした生活を送って
いただけるように支援に努め
ている。

ホーム自体が狭いスペースを
利用したものでありなかなか
共用の空間の中でひとりにな
れる余裕はない。気のあった
入居者はお互いの部屋を行き
来して空間を作っている。

本人の望むような、本人が好
むような空間作りに家族、職
員は話し合いを持って実現に
努めている。

・使い慣れた家具類、テレ
ビ、家族の写真、仏壇など思
い思いのものを持ち込み、そ
れぞれに居心地よく過ごせる
居室となるよう工夫してい
る。

本人の希望があればほとんど
のケースで支援ができてい
る。

共有空間の環境の整備には職
員のみならず入居者の声に基
づいて職員、入居者が一体に
なって工夫を凝らしている。

・玄関、リビングには季節の
飾り付けをして、家庭的雰囲
気に心がけている。
・調理場からは調理の匂いが
生活感をひきだし、共用空間
は清潔で温度・湿度・明るさ
など適当である。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

　グループホーム　ゆり苑

　　駒　　草

 事業所名

 ユニット名
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ゆり苑

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつくり、管理
者と職員は、その理念を共有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解や支援
の方法を、地域の人々に向けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取り組み
状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝えながら、協力関係を築くように取
り組んでいる

生活保護受給者が多く入居し
ており、区役所保護課との繋
がりを通して弊ホームの実情
やケアサービスについて連絡
を取り合っています。

高齢者の人が入居している
ホームということで、地域の
在宅介護をしている人からの
相談が多々あります。相談の
中で認知症に関しての理解や
支援について発信していま
す。
参加者の都合が折り合わず、
いまだに運営推進会議が開催
できておりません。

入居されている高齢者はこの
地域の生活者でもあることを
管理者、職員が共通認識とし
て持ち、入居者へは地域のい
ろいろな出来事をお話し、地
域への興味を持っていただい
ている。
散歩、買い物、地域の催し等
に入居者、職員が出向き地域
の人たちとの交流を日常的に
行っている。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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ゆり苑

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基準及び指
定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁止の対象となる
具体的な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘
束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機会を持ち、利
用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることがないよう注意
を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度について
学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等の不安や疑問
点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外部者へ表せる
機会を設け、それらを運営に反映させている

左記事業、制度についての大
枠は理解していますが、実際
に活用、支援している状況は
認められない。

入居者ご家族との契約等につ
いては十分な説明を行い、お
互いに行き違いのないように
している。理解、納得が得ら
れないときには、理解、納得
が得られるように話し合いを
持つ。
管理者が中心になって利用
者、ご家族の意見、要望を積
極的に吸い上げ、職員との話
し合いを通して運営に反映し
ている。

毎日のミーティングの中で必
ず話される項目です。職員が
気付かずに行っているケアの
中にも虐待に繋がるようなも
のが見られるときには職員全
員に管理者が徹底し注意を喚
起している。

拘束については管理者の指導
の下に職員は絶対に行っては
いけない行為として認識して
おります。拘束は職員の勝手
な都合であると。拘束に変わ
る代替ケアを必ず探していま
す。
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ゆり苑

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く機会を設
け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把握し、給
与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を持って働けるよ
う職場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を把握し、
法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながらトレーニングし
ていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつくり、ネット
ワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの質
を向上させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っていること、不安な
こと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するための関係
づくりに努めている

管理者が中心となって近隣の
グループホームとの交流が僅
かながら行われている。サー
ビスの質の向上にまでの交流
は行われてはいない。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

入居するに当たって入居者対
象者が安心して入居できるよ
うに相互訪問を重ねて安心し
て入居できるように努めてい
る。

人員の配置上、法人内外の研
修の実施はできていないのが
現状です。しかし管理者が中
心となっての現場の実情に合
わせての指導、職員個々人の
力量にあわせての指導が行わ
れている。

職員と管理者の個別の意見交
換により、各職員より提案さ
れたものを職員全員に図るよ
うなスタイルで意見の反映を
見ています。

月に一度の理事会時に、運営
状況報告の中で勤務状況につ
いての説明を代表者は受け、
それに基づいて職場環境の整
備に努めている。
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ゆり苑

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が「その時」まず
必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた対応に努
めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮らしを共にする
者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人と家族の絆を
大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係が途切れ
ないよう、支援に努めている

入居者すべての人には当ては
まりませんが、できり限りの
支援は家族と連携しながら実
施しています。

家族と職員との相互理解の下
に、入居者と家族の絆を深め
るような支援に努めている。

今必要としてしているサービ
スが何かを入居希望者、家
族、管理者が話し合い、弊
ホーム利用以外のサービスを
も含めて相談、支援を行って
いる。

入居者、職員がホームで有意
義な時間を共有するために相
互理解に努め、お互いを認め
合うような関係作りに努めて
います。

入居するに当たって家族がが
安心して入居対象者を入居さ
せられるように相互訪問を重
ね、関係作りをして安心して
入居できるように努めてい
る。
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ゆり苑

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用者同士が
関わり合い、支え合えるような支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を大切にし
ながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォローし、相談や支援
に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めている。困
難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現状の把握
に努めている

入居者は「自分でできること
は自分でする」をモットーに
一日を送っている。職員は
「できることはいつまでも自
分でして欲しい」を念頭に支
援を行っている。

駒草の入居者は意思表示が
はっきりしており、その意に
沿わないと機嫌を損ねる。で
きる限り希望、意向に沿うよ
う努力を続けている。

入居者自身が今までの生活と
違うことを認識しており、今
の自分がしたいホームでの生
活を模索している。職員は今
を大事にした入居者の気持ち
を大切にした関わりに努めて
いる。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

駒草に入居する入居者は、職
員同等か、それ以上に深い関
わりを持ってお互いを支え
あっている。すばらしい状況
です。

退居後の家族から、相談、連
絡が寄せられるときには、積
極的にその支援に努めてい
る。
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ゆり苑

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方について、本人、
家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見やアイディアを反
映し、現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録に記入
し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見直しに活かし
ている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応して、既存の
サービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの多機能化に取り組
んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人が心身の
力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよう支
援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られたかかり
つけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している

地域の持つ施設、自治会、積
極的に関わっていただける商
店街の人たち、幼稚園の先生
たちの応援をいただきながら
楽しめる支援に努めている。

長くお付き合いしている主治
医との関係を大切にして、情
報の交換に努めている。

入居者が言葉にしたり、行動
をとったりといったことを観
察し、職員はいろいろな角度
から話し合い、アセスメント
して介護計画の見直しを図っ
ている。

いろいろなニーズに応えるた
めに工夫をしているがお金も
かかる。ニーズに対してお金
のかからない工夫を模索して
いる。

入居者本人がホームでの暮ら
しをこのようにしたいという
意向をはっきりと言葉にでき
る。職員はできること、でき
ないことを見極めて本人に伝
えながら介護計画を作成して
いる。
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ゆり苑

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、職場内
の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な
受診や看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、できるだ
け早期に退院できるように、病院関係者との情報交換や相談に努め
ている。又は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から本人・家
族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分に説明しながら
方針を共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手当や初期
対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避難できる
方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力体制を築いてい
る

入居時より本人、家族との話
し合いを持ち、本人、家族の
希望に沿って重度化したと
き、終末期の対応に努めてい
る。

定期的な訓練を積んではいな
いが、概ね初期対応について
は職員は身につけている。緊
急時には必ず入居者のことを
知る複数の医師、複数の看護
師との連絡、往診がとれる体
制がある。
災害対策については、職員全
員が一通りの行動が取れるよ
うにしている。隣接する医院
と地域との協力体制を整えて
いる。

隣接する医院の看護師や週一
訪問する弊法人の看護師と連
携は密に取れており、必要な
情報交換、相談業務は円滑に
行われている。

主治医、入院先主治医、弊法
人医師、看護師、介護職員が
一体となって情報交換を行
い、利用者の早期退院、再入
居に常時備えている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねない言葉か
けや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定できるよう
に働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとりのペース
を大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希望にそって支援
している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を活かしな
がら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けをしている

入居者のいろいろな希望に
沿った食事作りに努めてはい
るが満足したとはなかなか
言って頂けない。食材を入居
者と一緒に買出しに行きなが
ら楽しみを引き出すような支
援を行っている。

毎日が枠にはまったような生
活にならないように注意し
て、入居者の考えている時間
の過ごし方に耳を傾けできる
限り本人の意向に沿った過ご
し方ができるような支援を進
めている。
駒草の入居者は自立度が高
く、衣類、化粧等に関して自
分独自の考えを持たれてい
る。その点を大切にした支援
を職員も理解をしている。

入居者と職員との関係は非常
に密である。いつまでもその
ような関係を保てるようプラ
イバシー、言葉掛けに注意し
て関係が崩れないような対応
に努めている。

入居者が自分の思いや希望を
気兼ねなく表出できるような
職員との関係作りに努めてお
り、できることは自分でする
ように働きかけている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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ゆり苑

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保できるよう、
一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとりの口腔状
態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動への働きか
け等、個々に応じた予防に取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめるように、
職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じた入浴
の支援をしている

食事内容に注意をし、運動
（毎日の散歩）を促し便秘予
防に努めています。糖尿病の
方の療法も兼ねています。

入居者一人ひとりが入浴を楽
しめるような支援を行ってい
はいるが、曜日、時間帯を限
定したものの中で行っている
のが現実です。

入居者の自立度はが非常に高
く、口腔ケアに関しては本人
たちが毎食後口腔ケアを進ん
で行っている。それに対して
職員は口腔ケアが適切に行わ
れているかのチェックをして
いる。
軽い尿漏れ、便汚染がある入
居者がパットを使用していま
す。自分ですべて処理してい
ます。自分でうまく処理でき
ないときには職員に申し出て
きます。その時職員が援助を
します。

駒草の入居者には糖尿病の方
が複数おり、食事作りは協力
病院栄養師の助言に基づいて
行っている。毎日の血糖値測
定や本人の状態に合わせた食
事作りに努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息したり、安
心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量について
理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとりの生活歴
や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援をし
ている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられるよう支援
に努めている。また、普段は行けないような場所でも、本人の希望
を把握し、家族や地域の人々と協力しながら出かけられるように支
援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、一人ひと
りの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるように支援してい
る

入居者全員が自分の財布を持
ち、必要なときに職員と共に
外出、買い物が無理なくでき
るように支援を行っている。

本人がしたいことへの支援を
行い、本人が満足するような
時間の送り方をしていただく
ようにしている。個人個人し
たいことが違うところに支援
の配分が課題となっている。

散歩、買い物は日々の日課に
取り入れられている。普段行
けないところへの外出支援
は、家族と話し合いながらで
きる限り実現できるようにし
ている。しかしまだまだ不十
分。

駒草は特に厳密な消灯時間を
設けてはいない。入居者が個
人的に他入居者に迷惑となら
ないような配慮をしながら自
分の時間を楽しんでいます。

駒草には糖尿病、特定疾患等
を抱える入居者が入居されて
いる。低血糖等に注意を払っ
た内服支援に努め、症状、変
化に敏感に対応できるような
情報交換に努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取りができ
るように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイレ等）
が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士で思い思
いに過ごせるような居場所の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しながら、使い慣
れたものや好みのものを活かして、本人が居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫している

本人の望むような、本人が好
むような空間作りに家族、職
員は話し合いを持って実現に
努めている。

自立度の高い入居者です。し
かし全てをお任せしている訳
ではありません。やはり安
心、安全、安楽な生活を主眼
に職員と一緒に生活を作って
いくようにしております。

共用の空間については職員が
手を加えることもあるが、入
居者が自分たちの手で空間作
りを行っている。入居者の共
有スペースは入居者に任せて
いる面が大きい。

ホーム自体が狭いスペースを
利用したものでありなかなか
共用の空間の中でひとりにな
れる余裕はない。気のあった
入居者はお互いの部屋を行き
来して空間を作っている。

問題なく外部とのやり取り
（電話、手紙等）ができるよ
うに支援ができている。
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事業所名　　グループホーム　ゆり苑

作成日　　　　平成２２年３月１５日

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点、課題

目　　　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間

1 3

会議体としての形は整
ってはいるが、参加者
の日程が合わず開催
できていない。

４月又は遅くとも５月中
に第１回の運営推進会
を開催する。

参加者の日程調整を
まず進めるが、日程が
折り合わない場合には
集まれる人たちだけで
まず開催をし、欠席者
へは議事録を送付して
確認をしていただく。

平成２２年４月
　　　から
平成２２年５月

２ヶ月間

2 35

職員全員が参加しての
防災訓練の実施ができ
ていない。職員によって
は机上の訓練で終わっ
しまっている職員がいる。

職員全員が当苑の防災に関
してのすべての情報を共有
し、災害時にはどの職員も
協同、連携が取れる管理体
制を構築する。

定期的な防災訓練と防
災に関する勉強会の実
施を行っていく事とする。

平成２２年４月
　　　から
平成２２年５月

２ヶ月間

3 36

入居生活が長くなってく
ると入居者と職員の関
係も密になる。反面、言
葉遣い等に職員、入居
者との関係に相応しくな
いものが認められる。

職員は介護師としての
立場をわきまえ、自覚
をもって日常介護に当た
ること。

職員各個人にこの件を
伝え、相応しくない対応、
言葉遣いが聞かれた時
には、職員間で注意を
しあえるような環境を
作っていくこととする。

平成２２年４月
　　　から
平成２２年５月

２ヶ月間

4

5

注）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画
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